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● 特集１：新県立図書館の建設に着手しました ●

晴
れ
わ
た
る
青
空
の
下
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月

十
日
（
水
）
に
、
甲
府
市
北
口
二
丁
目
地
内
の
新
県

立
図
書
館
建
設
地
で
、起
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

県
選
出
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
国
・
市
町
村

関
係
者
、
図
書
館
関
係
者
、
地
元
関
係
者
、
県
・
県

教
育
委
員
会
関
係
者
、
施
工
業
者
等
、
約
二
百
人
が

出
席
し
、
起
工
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
祭

で
は
、
横
内
知
事
・
渡
邉
教
育
委
員
長
が
鍬
入
れ
等

を
行
い
、
新
県
立
図
書
館
建
設
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

起
工
式
で
は
、

横
内
知
事
が
式
辞

を
述
べ
、
渡
邉
教

育
委
員
長
が
挨
拶

し
、
松
土
教
育
長

が
経
過
報
告
・
施

設
概
要
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
県
立

図
書
館
建
設
工
事

関
係
者
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
□
「
山
梨
県
民
図
書
館
」
を
目
指
し
て
□
■

す
べ
て
の
県
民
に
親
し
ま
れ
、
県
民
と
と
も
に
成

長
・
発
展
し
て
い
く
「
山
梨
県
民
図
書
館
の
構
築
」

を
目
指
し
て
、
新
県
立
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。
こ

の
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
考
え
方

が
、
次
の
六
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

①
す
べ
て
の
県

民
の
た
め
の
図

書
館誰

も
が
利
用

で
き
、
幅
広
い

分
野
で
知
識
や

情
報
が
得
ら

れ
、
日
々
の
仕

事
や
生
活
に
役

立
ち
ま
す
。

②
県
民
が
創
造

す
る
図
書
館

県
民
が
主
体

的
に
図
書
館
に

関
わ
り
、
あ
る

べ
き
姿
を
創
り

出
し
て
い
き
ま

す
。

③
開
か
れ
た
図
書
館

知
識
や
情
報
の
世
界
へ
の
入
口
と
し
て
、
誰
も
が

親
し
み
を
感
じ
、
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

④
成
長
す
る
図
書
館

求
め
ら
れ
る
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
見
出
し

て
成
長
し
ま
す
。
中
核
的
図
書
館
と
し
て
県
内
図
書

館
を
リ
ー
ド
し
元
気
に
し
ま
す
。

⑤
県
民
の
活
動
を
支
え
る
図
書
館

図
書
館
で
の
学
び
を
通
し
て
人
々
が
集
ま
り
、

様
々
な
出
会
い
と
交
流
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

⑥
山
梨
の
文
化
を
支
え
、
創
造
す
る
図
書
館

山
梨
の
文
化
を
継
承
し
、
支
え
、
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
県
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
み
、
地

域
に
輝
き
を
も
た
ら
し
ま
す
。

■
□
建
物
設
計
の
考
え
方
□
■

図
書
館
は
、
本
と
人
を
結
び
つ
け
る
施
設
で
あ
る

と
同
時
に
、
知
識
を
通
し
て
人
と
人
を
結
び
つ
け
、

交
流
を
促
す
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

新
県
立
図
書
館
は
、
幅
広
い
分
野
の
図
書
や
山
梨

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス(* )

を
行
う
な
ど
県
立
図
書
館
と
し
て
の
基
本
的

機
能
に
加
え
て
、
そ
こ
に
集
う
人
と
人
の
交
流
を
促

す
機
能
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
な
ど
の
図
書
館
資
料
を
利
用
す
る
閲
覧

エ
リ
ア
と
、
交
流
の
た
め
の
エ
リ
ア
の
間
に
つ
な
が

り
を
も
た
せ
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
全
体
が
一

▲起工式で挨拶する渡邉教育委員長

新県立図書館外観イメージ（南西側から）

新
県
立
図
書
館
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た 

― 

新
図
書
館
建
設
室 

―

特　集１
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● 特集１：新県立図書館の建設に着手しました ●

体
と
な
っ
て
、
互
い
の
活
動
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
空
間
構
成
を
重
視
し
ま
し
た
。

施
設
全
体
が
、
本
や
人
と
の
多
様
な
出
会
い
に
よ

る
知
的
な
創
造
の
場
と
な
り
、
そ
の
成
果
を
発
信
し

て
い
く
拠
点
と
な
る
新
県
立
図
書
館
を
整
備
し
ま

す
。

□
建
物
設
計
で
は
次
の
三
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

一 

県
民
が
気
軽
に
本
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

図
書
館

静
か
な
と
こ

ろ
で
、
ゆ
っ
く

り
本
を
読
み
た

い
人
の
た
め
の

「
静
寂
な
場
」
を

確
保
し
な
が
ら
、

多
く
の
人
が
気

軽
に
本
と
接
す

る
こ
と
が
で
き

る
、
利
用
し
や

す
い
図
書
館
と

し
ま
す
。

二  

人
と
人
と
が
交
流
し
あ
う
図
書
館

図
書
館
の
資
料
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
だ
け
で

な
く
、
図
書
館
を
訪
れ
た
人
々
が
互
い
の
情
報
を
交

換
し
、
思
い
が
け
な
い
出
会
い
や
交
流
に
よ
っ
て
、

新
た
な
情
報
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
図

書
館
と
し
ま
す
。

三  

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
を
伝
え
る
図
書
館

従
来
の
紙
媒
体
に
よ
る
資
料
に
加
え
、
映
像
や
音

声
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

□
建
設
工
事
の
概
要

敷

地

面

積	

四
，
五
三
〇
㎡

構
造
・
階
数	

	

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
部

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨

造

	
	

地
下
一
階
、
地
上
四
階
建

規

模	

建
築
面
積

　
三
，
六
三
八
㎡

　
	

延
床
面
積

　一
〇
，
五
五
五
㎡

最
高
の
高
さ	

一
九
．
五
九
ｍ

□
開
館
ま
で
の
日
程

平
成
二
十
四
年
秋
の

開
館
に
向
け
、
建
物
本

体
工
事
を
平
成
二
十
三

年
度
末
ま
で
に
、
植
栽
・

外
構
工
事
を
平
成
二
十
四

年
度
の
秋
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
予
定
で
す
。

建
物
の
完
成
後
、
開

館
に
向
け
た
準
備
、
引

越
等
を
行
い
ま
す
。

新
県
立
図
書
館
の
整

備
検
討
の
状
況
や
整
備

計
画
、
建
物
設
計
及
び

建
築
工
事
等
の
進
捗
状

況
を
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

（http://w
w

w
.pref.ya

m
a
na

shi.jp/toshoka
n-ken/

）

新県立図書館外観イメージ（南東側から）

*

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

図
書
館
司
書
が
、
調
査
研
究
の
た
め
の
資
料
や
情
報
の
入
手
を
手
助

け
す
る
サ
ー
ビ
ス

工事日程イメージ

１階平面図 ２階平面図 ３階平面図
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● 特集２：「やまなし」心づくり推進事業について ●

生
命
尊
重
の
心
や
自
尊
感
情
の
乏
し
さ
、
規
範
意

識
や
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
の
低
下
な
ど
、
児
童

生
徒
の
心
の
活
力
が
弱
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
さ

れ
る
中
、
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
二
十
一
年
二
月
に「
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
に
通
じ
る
人
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
た
「
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
「
自
他
へ
の
思
い
や
り
や
情

操
を
は
ぐ
く
む
『
豊
か
な
心
の
育
成
』」
を
重
点
施

策
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。

「
豊
か
な
心
」
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
次
の
よ

う
に
考
え
、
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

○ 

美
し
い
も
の
や
自
然
に
感
動
す
る
心
等
の
柔
ら
か

な
感
性

○ 

規
範
意
識
や
正
義
感
、
公
正
さ
を
重
ん
じ
る
心

○ 

生
命
を
大
切
に
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
心
等
の
基

本
的
な
倫
理
観

○ 

自
他
を
尊
重
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
社
会
貢

献
の
精
神

○
自
立
心
、
自
己
抑
制
力
、
責
任
感

○
他
者
と
の
共
生
や
異
質
な
も
の
へ
の
寛
容
等

○
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り

こ
の
振
興
プ
ラ
ン
の
理
念
を
受
け
本
課
で
は
、
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
三
か
年
の
計
画
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
趣
旨
と
内
容
で
、「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り

推
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
趣
旨

各
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
推
進
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
豊
か
な
心
を
育
て
る
具

体
的
な
実
践
例
を
研
究
し
、
今
後
の
道
徳
教
育
の

推
進
に
つ
な
げ
る
。

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　「
自
分
が
好
き
、
家
族
が
好
き
、

地
域
が
好
き
、
や
ま
な
し
が
好
き
」

◎
事
業
の
内
容

①
「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
会
議
の
設
置

○
推
進
会
議
の
役
割

児
童
・
生
徒
の
心
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
、
豊
か
な
心
を
育
成
す
る

た
め
の
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
望
ま
し
い
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
つ
ば
さ
４
２
号
』
の
企
画
及
び
編
集
を
行

う
。

② 

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
会
の
実
施

道
徳
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は
、
各
学
校
の

推
進
体
制
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
各
校

で
道
徳
教
育
の
推
進
を
主
に
担
当
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
行
う
。

③ 

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
研
究
指
定
校
の
設

置　　○
研
究
指
定
校

　
　甲
府
市
立
城
南
中
学
校
区

　
　
　城
南
中
学
校
・
山
城
小
学
校

　
　
　大
里
小
学
校

　
　南
ア
ル
プ
ス
市
立
若
草
中
学
校
区

　
　
　若
草
中
学
校
・
若
草
小
学
校

　
　
　若
草
南
小
学
校

　
　都
留
市
立
都
留
第
二
中
学
校
区

　
　
　都
留
第
二
中
学
校

 

              

 

①「やまなし」心づくり推進会議

 

の
やまなし心づくり推進事業

②やまなし心づくり研究指定校

○中学校区を指定し，小中連携による
道徳教育の推進を行う

○小中学校が共通する地域を基盤に，
地域に根ざした道徳教育を推進する

若草中学校区４校

都留二中学校区３校城南中学校区３校

①やまなし心づくり
リーダー養成事業

総合教育センターで実施

＜全体研修会＞
◎全小中学校リーダー対象研修の実施
・各地域，各学校の情報交換の実施
・地域素材の開発，発掘

・やまなし心づくりリーダーの役割に関する研修
・道徳教育全体計画や年間指導計画作成研修
・魅力ある地域資料の開発や発掘

・学校・家庭・地域の推進協力者の情報交換や研修

やまなしの教育
振興プラン

・自他への思いやり

や情操をはぐくむ
「豊かな心の育成」

③やまなし心づくり推進会議
・リーダー養成事業の企画 ・山梨県内の道徳教育に関する方向性を協議
・普及啓発誌の発行

④やまなし心づくり推進運動
・「道徳教育の充実」と「道徳的実践活動」に関する取組を全ての小中学校で実施

事 業 構 想 図

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て 

― 

義
務
教
育
課 

―

特　集２
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● 特集２：「やまなし」心づくり推進事業について ●

　
　禾
生
第
一
小
学
校

　
　禾
生
第
二
小
学
校

	

○
研
究
内
容

各
指
定
中
学
校
区
に
お
い
て
、
小
中
学
校

が
連
携
し
、
義
務
教
育
九
年
間
を
見
通
し
た

全
体
計
画
や
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画

を
作
成
し
、
豊
か
な
心
の
育
成
に
向
け
た
一

体
的
な
取
組
を
行
う
。

ま
た
、
家
庭
・
地
域
と
も
連
携
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
道
徳
的
実
践
を
行
う
。

④
「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
運
動

心
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
全
て
の
公

立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、「
道
徳
教
育
の

充
実
に
関
す
る
内
容
」「
道
徳
的
実
践
活
動

の
充
実
に
関
す
る
内
容
」
に
つ
い
て
、
学
校

の
実
態
に
応
じ
た
取
組
を
行
う
。

四
つ
の
事
業
内
容
の
う
ち
、「
や
ま
な
し
」
心
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

○
第
一
回
（
五
月
二
十
五
日
）

兵
庫
教
育
大
学
特
任
教
授
・
小
学
校
学
習
指
導
要

領
解
説
道
徳
編
作
成
協
力
者
の
小
寺
正
一
先
生
を
講

師
に
迎
え
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
道
徳
教

育
の
展
開
」
と
題
し
、
教
育
改
革
の
動
向
や
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
、
道
徳
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
回
目
は
、
各
小
・
中
学
校
の
管
理
職
の
先
生

と
道
徳
担
当
者
が
参
加
す
る
中
で
行
わ
れ
、
道
徳
教

育
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

○
第
二
回
（
七
月
二
十
九
日
）

春
日
部
市
教
育
委
員
会
指
導
課
学
校
教
育
専
門

員
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
作
成
協
力

者
の
山
西
実
先
生
を
お
迎
え
し
、「
道
徳
教
育
全
体

計
画
と
年
間
指
導
計
画
の
作
成
」に
つ
い
て
、グ
ル
ー

プ
協
議
を
交
え
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
作
り

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
○
第
三
回
（
八
月
二
日
）

第
二
回
と
同
様
、
山
西
実
先
生
よ
り
、「
道
徳
の

時
間
の
資
料
の
役
割
と
、
資
料
分
析
の
在
り
方
」
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、
道
徳
の
時
間
の

授
業
案
作
り
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
協
議
後
に
は
、
改
め
て
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
を
山
西
先
生
よ
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
○
第
四
回
（
十
月
二
十
一
日
）

元
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
科
調
査
官
・

東
京
学
芸
大
学
教
授
の
永
田
繁
雄
先
生
よ
り
、
道
徳

の
時
間
の
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
、
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
児
童
・
生
徒
の
学
び
の
中
心
が

ど
こ
に
な
る
の
か
」と
い
う
視
点
で
資
料
を
分
析
し
、

授
業
を
構
想
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
、
大
変
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
第
五
回
（
二
月
十
日
開
催
予
定
）

◎
各
学
校
で
全
面
実
施
に
向
け
た
準
備
を

小
学
校
は
平
成
二
十
三
年
度
、
中
学
校
は
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施

さ
れ
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
道
徳
教
育
が
、
道
徳
の

時
間
を
要
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て

行
う
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
各
学
校
で
は
、
各
教
科
等
と

の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
全
体
計
画
の
別
葉
等
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
効
性
の
あ
る
全
体
計

画
や
年
間
指
導
計
画
と
な
る
よ
う
な
準
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
道
徳
の
時
間
に
つ
い
て
、
そ
の
指
導
が
形

式
化
し
実
効
が
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
か

ら
、
道
徳
の
時
間
で
配
慮
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
指

導
体
制
の
充
実
、
体
験
活
動
を
生
か
し
た
指
導
な
ど

の
五
項
目
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

道
徳
の
時
間
は
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
道
徳
的
価

値
に
つ
い
て
考
え
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
自
分

の
力
で
考
え
を
深
め
て
い
く
時
間
で
す
。
教
師
が
一

方
的
に
進
め
る
の
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
問
題

意
識
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
指
導
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
道
徳
の
時
間
が
、
人
間
尊
重
の
精
神
と

生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、
思
い
や
り
の
心
、
郷
土

を
愛
す
る
心
な
ど
の
道
徳
性
を
育
む
た
め
の
要
の
時

間
で
あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
、
児
童
・
生
徒
の
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
め
ざ
し
た
、
創
意
工
夫

の
あ
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

熱心にグループ協議を行う先生方
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● 平成二十二年度　スーパー専門高校モデル事業（「目指せスペシャリスト」）研究経過報告 ●

【
ス
ー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
】

昨
年
度
、文
部
科
学
省
か
ら
研
究
指
定
さ
れ
た「
目

指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
は
、
本
年
度
か
ら
県
の
事

業
「
ス
ー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
」
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
校
が
取
り
組
ん
で

き
た
研
究
テ
ー
マ
「
和
紙
を
活
か
し
た
商
品
開
発
と

次
世
代
の
身
延
町
を
担
う
人
材
の
育
成
」
～
西
嶋
和

紙
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
地
域
産
業
の
再
発
見
と
そ

れ
を
現
代
に
活
か
す
商
品
開
発
～
に
つ
い
て
、
今
ま

で
の
取
組
と
研
究
の
経
過
を
紹
介
し
ま
す
。

【
昨
年
度
（
平
成
二
十
一
年
度
）
の
取
り
組
み
】

昨
年
七
月
に
指
定
を
受
け
た
た
め
、
二
学
期
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
建
築
イ
ン
テ
リ

ア
科
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ス
（
略
称
・
Ａ
Ｉ
科
Ｉ
コ
ー

ス
）
と
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
略
称
・
Ｂ
科
）
が
中

心
と
な
り
、
体
験
学
習
や
職
場
見
学
な
ど
、
地
域
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
西
嶋
和
紙
等
の
地
域
産
業

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
特
に
、「
身
延
町
な
か

と
み
和
紙
の
里
」
で
の
紙
漉
・
色
付
け
体
験
や
、「
富

士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
」
で
の
ガ
ラ
ス
工
芸
・
陶
芸

な
ど
、
通
常
校
内
で
は
学
習
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、教
育
課
程
の
検
討
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
学
校
設
定
科
目
の
導
入
と

教
材
テ
キ
ス
ト
の
開
発
を
進
め
、
既
存
授
業
で
は
、

点
描
画
の
作
製
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

【
本
年
度
（
平
成
二
十
二
年
度
）
の
取
り
組
み
】

一
学
期
、
Ｉ
コ
ー
ス
で
は
、
前
年
度
に
生
徒
が
作

製
し
た
点
描
画
作
品
を
も
と
に
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を

作
製
し
、
そ
れ
を
、
Ｂ
科
の
生
徒
が
県
内
書
店
二
店

舗
と
交
渉
し
て
、
店
頭
で
の
配
布
と
西
嶋
和
紙
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、
Ｂ
科

の
生
徒
が
「
和
紙
の
里
」
で
団
扇
を
作
製
し
、
そ
れ

を
、
地
元
ホ
テ
ル
と
交
渉
し
、
団
扇
の
配
布
と
西
嶋

和
紙
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く

夏
休
み
に
、
Ｉ
コ
ー
ス
の
生
徒
が
校
内
実
習
室
で
木

材
加
工
し
た
材
料
を
使
い
、「
ぴ
ゅ
あ
峡
南
」で
の「
親

子
木
工
教
室
」
で
、
各
生
徒
が
指
導
者
と
な
り
、
親

子
と
椅
子
を
組
み
立
て
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地

域
住
民
と
の
交
流
や
連
携
を
目
的
に
、
こ
こ
数
年
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
近
隣
小
中
学
校

の
出
前
授
業
や
地
域
文
化
活
動
参
加
な
ど
の
地
域
連

携
の
活
動
は
、
学
校
全
体
と
し
て
、
現
在
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
】

現
在
、
和
紙
を
使
用
し
た
新
製
品
の
開
発
と
、
西

嶋
和
紙
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
を
、
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

［
和
紙
の
紙
漉
体
験
］

［
点
描
画
の
作
製
］

［
団
扇
配
布
・
Ｐ
Ｒ
活
動
］

［
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
］

［
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
］

［
親
子
木
工
教
室
］

平
成
二
十
二
年
度

　スー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
（「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」）
研
究
経
過
報
告

― 

県
立
峡
南
高
等
学
校 

―
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● 学力の把握に関する研究指定校の取り組み（総合的な学習の時間）について ●

◇
事
業
の
概
要

平
成
二
十
年
度
～
二
十
二
年
度
国
立
教
育
政
策
研
究
所

の
「
学
力
の
把
握
に
関
す
る
研
究
指
定
校
事
業
」
と
し
て
、

生
徒
の
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
指
導
の
改

善
等
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
お
け
る
効
果
的
な
評
価
方
法
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容

（
目
標
）

「
現
代
を
生
き
る
人
間
と
し
て
必
要
な
、
自
ら
進
ん
で
課

題
を
見
つ
け
る
力
、
情
報
・
知
識
を
活
用
し
て
問
題
を
解

決
す
る
力
、
自
己
の
考
え
を
ま
と
め
上
げ
て
外
へ
発
信
す

る
力
を
、
一
人
一
人
が
身
に
付
け
、
社
会
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
未
来
を
担
う

人
材
と
し
て
成
長
さ
せ
る
こ
と
」
が
目
標
で
す
。	

（
概
要
）

一
年
次
・
・
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
」

講
話
や
体
験
学
習
を
踏
ま
え
、
課
題
を
設
定
・
探
究
し
、

個
人
レ
ポ
ー
ト
の
形
で
ま
と
め
、
発
表
を
行
い
ま
す
。

二
年
次
・
・
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
り
」

グ
ル
ー
プ
で
共
通
課
題
を
設
定
し
、
前
期
は
個
別
課
題
で

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
発
表
し
、
後
期
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

計
画
に
よ
る
校
外
活
動
調
査
を
含
め
、
グ
ル
ー
プ
研
究
の

形
で
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
・
発
表
を
し
ま
す
。

三
年
次
・
・
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
あ
し
た
」

自
己
の
将
来
像
や
社
会
の
あ
し
た
を
見
据
え
て
、
分
野
の

共
通
課
題
を
設
定
し
、
個
別
課
題
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
発

表
し
な
が
ら
、
分
野
別
討
論
会
（
主
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
）
を

実
施
し
ま
す
。

（
指
導
体
制
）

学
年
ご
と
に
学
科
や
ク
ラ
ス
の
枠
を
取
り
払
い
、
興
味

関
心
に
応
じ
て
八
分
野
十
六
分
割
し
、
一
講
座
教
員
一
名

に
対
し
て
生
徒
は
十
四
～
二
十
名
で
す
。
一
学
年
を
十
七

名
の
教
員
で
担
当
し
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
講

演
会
、
学
年
共
通
学
習
は
、
必
要
に
応
じ
て
合
同
で
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
一
年
前
期
は
ク
ラ
ス
単
位
で
教
員
二
名

が
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行
い
ま
す
。

◇
研
究
の
内
容
お
よ
び
成
果

評
価
の
観
点
の
検
討
を
重
ね
、
評
価
規
準
を
作
成
し
、

　具
体
の
評
価
を
実
施
す
る
中
で
、
評
価
と
指
導
の
一
体

化
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　○
調
査
研
究
の
対
象

　全
学
年

　○
単
元
設
定

　学
習
活
動
を
五
つ
の
単
元
に
分
け
る

　○
観
点
の
設
定

　
　①
学
習
活
動
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

　
　

　
　②
知
識
・
技
能
の
応
用
・
深
化

　
　

　
　③
総
合
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

こ
の
研
究
の
実
施
に
よ
り
次
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

①
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
や
学
び
の

姿
勢
を
向
上
さ
せ
た
。

②
担
当
者
に
よ
る
差
異
が
少
な
く
な
り
、
授
業
の
質
の
向

上
に
繋
が
っ
た
。

③
三
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
性
の
あ
る
指
導
及
び
評
価
が

実
施
で
き
た
。

こ
の
三
年
間
の
研
究
を
通
じ
て
、
生
徒
の
個
々
の
能
力

が
高
め
ら
れ
、学
校
全
体
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
効
果
的
に
実
施
し
、
未

来
を
担
う
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
力
の
把
握
に
関
す
る
研
究
指
定
校
の
取
り
組
み
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
に
つ
い
て

　～
講
座
「
北
の
杜
に
生
き
る
」
～

― 

県
立
北
杜
高
等
学
校 

―三年生ディベートの様子

課題設定までの構図（全学年共通）

個別課題設定の概念図（全学年共通）…………８分野とテーマとの関わり

課
題
の
設
定

ま
と
め
・
検
討

文 献

メディア

インターネット

情
報

　
　
収
集

研
究
例
提
示

課
題
例
提
示

興 味 ・ 関 心

8分野
提 示

共通学習
予備学習
講話・体験・ビデオ

テーマ
いのち
つながり
あした

文学・歴史

情報・工学

地域・社会医療・健康

福祉・共生 芸術
自然・環境

国際理解・語学
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● ひびきあう作品たち　所蔵作品特集展 ●

当
館
に
は
お
よ
そ
一
万
点
も
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ

て
お
り
、
年
四
回
の
展
示
替
え
が
行
わ
れ
る
常
設
展

示
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
び
開
催
す
る
「
ひ
び
き
あ
う
作
品
た
ち	

所
蔵
作
品
特
集
展
」
は
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

西
洋
の
版
画
、
日
本
画
、
洋
画
、
現
代
美
術
の
作
品

を
選
び
、
特
別
展
示
室
で
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

西
洋
の
版
画
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
や
ド
ー
ビ
ニ
ー
、

ク
ー
ル
ベ
、
コ
ロ
ー
な
ど
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を

代
表
す
る
作
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ロ
マ
ン
主

義
か
ら
レ
ア
リ
ス
ム
へ
、
そ
し
て
、
美
術
館
の
最
も

重
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
ミ
レ
ー
や
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
の
作
品
へ
と
つ
な
が
る
流
れ
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

ロ
マ
ン
主
義
は
一
八
二
〇
～
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン

ス
で
隆
盛
を
み
た
絵
画
運
動
で
あ
り
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ

は
そ
の
最
大
の
画
家
で
し
た
。
ロ
マ
ン
主
義
は
文
学

と
結
び
つ
き
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
文
学
作
品
か
ら
着
想

を
得
た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
出
品
作
の
中

の
一
点
《
空
を
飛
ぶ
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
》
も
、

ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
挿
絵
と
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。
闇
夜
に
飛
ぶ
悪
魔
は
、
リ
ト
グ
ラ

フ
と
い
う
技
法
に
よ
り
禍
々
し
く
力
強
い
姿
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
現
実
を
写
実
的
に
描
く
レ

ア
リ
ス
ム
が
台
頭
し
、
ド
ー
ミ
エ
や
ク
ー
ル
ベ
と

い
っ
た
画
家
た
ち
が
活
躍
し
ま
す
。
特
に
ク
ー
ル
ベ

は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
同
時
代
の
社
会
を
直
截
に

表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
に
隣
接
し

た
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
を
た
び
た
び
訪
れ
、

他
の
画
家
た
ち
と
も
交
流
し
ま
し
た
。
ク
ー
ル
ベ
と

同
じ
時
代
に
活
躍
し
た
ミ
レ
ー
も
ま
た
、
バ
ル
ビ
ゾ

ン
村
に
お
い
て
、
農
民
や
農
村
風
景
と
い
っ
た
身
近

な
現
実
を
描
き
ま
し
た
。
ミ
レ
ー
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
ミ
レ
ー
や
ク
ー
ル
ベ
の
油
彩
作
品
と
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
梨
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
日
本
画
は
、
川
𥔎
小

虎
、
穴
山
勝
堂
、
望
月
春
江
ら
日
本
画
院
の
画
家

た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
一
九
三
八
（
昭
和

十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
画
院
は
、
所
属
団
体

を
越
え
、
幅
広
い
年
代
の
画
家
た
ち
が
集
っ
た
組
織

で
す
。
創
立
会
員
の
小
虎
、
勝
堂
、
春
江
ら
の
ほ
か
、

次
世
代
の
画
家
で
あ
る
加
倉
井
和
夫
ら
の
作
品
も
展

示
し
ま
す
。

洋
画
は
山
梨
市
出
身
の
桑
原
福
保
と
彼
に
つ

な
が
る
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
桑
原
は
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
桑
原
絵
画
研
究
所

を
創
設
し
、
山
梨
県
内
の
多
く
の
洋
画
家
を
育
て
ま

し
た
。
桑
原
に
師
事
し
た
画
家
や
交
流
の
あ
っ
た
画

家
た
ち
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

現
代
美
術
は
、
写
真
や
版
画
、
立
体
な
ど
多
彩
な

表
現
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
佐
藤
正
明
や
須
田

悦
弘
、
阪
本
ト
ク
ロ
ウ
ら
、
山
梨
出
身
の
作
家
に
よ

る
秀
作
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
作
品
の
数
々

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会

期	
	

一
月
十
五
日
（
土
）
～

	
	

二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
開

館

時

間

　午
前
九
時
～
午
後
五
時

	
	

（
入
館
は
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
）

■
休 

館 

日

　

	

一
月
十
七
、二
十
四
、三
十
一
日
～

二
月
七
、十
四
、二
十
一
日

■
イ

ベ

ン

ト

　新
春
館
長
ト
ー
ク

	
	

一
月
二
十
三
日
（
日
）

午
後
二
時
三
〇
分

総
合
実
習
室

（
申
し
込
み
不
要
、
聴
講
無
料
）

ひ
び
き
あ
う
作
品
た
ち

　所
蔵
作
品
特
集
展

― 

県
立
美
術
館 

―
ウジェーヌ・ドラクロワ《空を飛ぶメフィストフェレス》

（『ファウスト』より）1828 年　
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● 甲府道祖神祭り−江戸時代の甲府城下活性化プロジェクト ●

現
在
で
も
毎
年
、
小
正
月
の
時
期
に
な
る
と
、
県

内
各
地
に
お
い
て
道
祖
神
祭
り
の
飾
り
も
の
を
目
に

し
ま
す
。
松
や
竹
、
藁
、
色
と
り
ど
り
の
紙
を
用
い

て
、
時
に
は
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
派
手
な
作

り
物
・
飾
り
も
の
が
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
執
り
行
わ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
も
い
う
べ
き
行
事
で
し
ょ
う
。

甲
斐
国
の
政
治
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
江
戸
時
代

の
甲
府
城
下
町
も
そ
の
例
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
毎
年
、

道
祖
神
祭
礼
の
際
に
は
、
町
ご
と
に
浮
世
絵
の
描
か

れ
た
巨
大
な
幕
絵
を
通
り
の
両
側
に
飾
り
、
そ
れ
で

町
全
体
を
包
み
こ
む
と
い
う
全
国
で
も
類
を
見
な

い
、
独
自
の
祭
礼
が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
珍
し
い
行
事
が
、
何
時
頃
、
何
故
、
始
め
ら
れ
た

の
か
。
最
新
の
調
査
・
研
究
成
果
を
基
に
、
そ
の
ナ

ゾ
に
迫
る
の
が
本
展
覧
会
で
す
。

甲
府
道
祖
神
祭
礼
に
お
い
て
飾
ら
れ
た
幕
絵
は
、

か
つ
て
数
百
枚
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、明
治
時
代
の
初
め
頃
の
達
し
に
よ
っ
て
、

そ
の
多
く
が
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
奇
跡
的

に
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
三
枚
で
す

が
、
そ
の
う
ち
二
枚
を
当
館
で
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
幕
絵
は
、「
東
海
道
五
十
三
次
」
で
有
名
な

絵
師
歌
川
広
重
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
華
麗

さ
と
迫
力
は
活
気
に
満
ち
た
往
時
の
様
子
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
に
十
分
で
し
ょ
う
。
幕
絵
の
大
き
さ
は
、

い
ず
れ
も
縦
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
は
一
〇
メ
ー

ト
ル
程
に
も
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
、
甲
府
城
下
町
の

商
人
は
、
町
ご
と
に
有
名
な
絵
師
を
呼
び
寄
せ
、
各

地
の
名
所
や
芝
居
の
名
場
面
等
を
、
巨
大
な
幕
絵
に

何
枚
も
描
か
せ
ま
し
た
。

で
は
、
幕
絵
を
用
い
た
祭
礼
は
何
時
頃
か
ら
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
古
文

書
や
記
録
類
を
調
査
す
る
と
、
ど
う
や
ら
江
戸
時

代
の
終
わ
り
頃
が
そ
の
始
ま
り
の
よ
う
な
の
で
す
。

当
時
の
甲
府
城
下
町
は
相
次
ぐ
天
災
や
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
に
起
き
た
天
保
騒
動
と
い
う
甲
斐
全

体
を
ま
き
こ
む
大
暴
動
に
よ
っ
て
社
会
的
に
も
経
済

的
に
も
大
き
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
か
ら
の
立
ち
直
り
を
願
っ
て
案
出

し
た
の
が
、
道
祖
神
祭
礼
の
折
に
巨
大
な
幕
絵
を
飾

る
と
い
う
行
事
で
し
た
。
当
時
、
幕
は
外
界
か
ら
の

魔
物
を
遮
る
力
が
あ
る
神
聖
な
道
具
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
町
全
体
を
幕
で
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

魔
物
か
ら
防
ご
う
と
い
う
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
有
名
な
絵
師
を
呼
び
寄

せ
、
数
多
く
の
幕
を
は
じ
め
と
し
た
飾
り
も
の
を
製

作
す
る
こ
と
で
、
巨
額
な
資
金
が
動
き
、
経
済
の
活

性
化
も
同
時
に
意
図
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
甲
府
道
祖
神
祭
礼
は
現
在
、
大
き
な
話
題

と
な
っ
て
い
る
町
興
し
の
先
駆
け
で
も
あ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
華
麗
な
文
化
を
是
非
、
本
展

示
会
に
お
い
て
皆
さ
ん
自
身
の
目
で
御
確
認
く
だ
さ

い
。

会

　期	

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
（
水
）
～

	

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
（
月
）

観
覧
料	

常
設
展
観
覧
料
金
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般

　五
〇
〇
（
四
〇
〇
）
円

高
校
・
大
学
生

　二
一
〇
（
一
六
〇
）
円

小
・
中
学
生

　一
〇
〇
（
八
〇
）
円

※	

（

　）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
、

県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

甲
府
道
祖
神
祭
り 

ー
江
戸
時
代
の
甲
府
城
下
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー

― 

県
立
博
物
館 

―

写真：甲府道祖神祭礼の様子ＣＧ復元
（金山はつみ氏画像作成・提供）
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● 収蔵品展　直筆の魅力　中里介山・斎藤茂吉・飯田蛇笏・太宰治・檀一雄・山崎方代ほか ●

当
館
が
今
年
度
収
蔵
し
た
資
料
を
中
心
に
展
示
す
る
「
収
蔵
品
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

「
大
菩
薩
峠
は
江
戸
を
西
に
距さ

る
三
十
里
、
甲
州
裏
街
道
が
甲
斐
国
東
山
梨
郡

萩
原
村
に
入
っ
て
…
」
の
一
節
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
・
大
和
・
伊
勢
・
甲
州
へ

舞
台
を
移
す
中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
か
ら

約
三
十
年
に
わ
た
り
執
筆
さ
れ
、
未
完
に
終
わ
っ
た
長
編
小
説
で
す
。
中
で
も
、

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
無
明
の

巻
」
は
、
上
野
原
の
月
見
寺
（
保
福
寺
）
な
ど
、
甲
州
を
舞
台
に
物
語
が
展
開
し

ま
す
。
四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
に
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
原
稿
に
は
、
介
山
の

う
ね
っ
た
文
字
の
所
々
に
、
編
集
者
に
よ
る
朱
筆
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
宰
治
の
書
簡
は
、
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
に
イ
ン
ク
で
書
か
れ
、
甲

府
で
執
筆
し
た
「
秋
風
記
」、「
新
樹
の
言
葉
」
な
ど
を
収
め
た
『
愛
と
美
に
つ
い

て
』（
一
九
三
九
年

　竹
村
書
房
）
の
増
刷
を
、
疎
開
先
の
青
森
の
生
家
か
ら
出

版
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

都
留
市
で
生
ま
れ
た
檀
一
雄
の
「
師
の
墓
地
」
は
、
佐
藤
春
夫
の
墓
前
で
師
を

追
懐
し
た
随
筆
で
、「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
を
も
じ
っ
た
号
「
奇
泡
亭
」
が
印
刷

さ
れ
た
自
家
用
箋
に
、
躍
動
感
溢
れ
る
文
字
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
他
、
山
中
湖
畔
に
疎
開
し
た
詩
人
・
金
子
光
晴
の
「
機
械
」
原
稿
、
甲
府

市
に
居
住
し
、
後
に
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
竹
中
労
が
、
父
の
思
い
出

を
記
し
た
「
父
・
竹
中
英
太
郎
の
こ
と
」
原
稿
、
墨
筆
で
は
、
旧
中
道
町
の
歌
人
・

山
崎
方
代
、
笛
吹
市
境
川
町
の
俳
人
・
飯
田
龍
太
の
書
な
ど
、
約
八
十
点
を
紹
介

し
ま
す
。

小
説
の
原
稿
や
、
友
人
知
人
に
宛
て
た
書
簡
、
自
作
の
俳
句
や
短
歌
を
自
ら
揮き

毫ご
う

し
た
書
な
ど
、
文
学
者
の
息
づ
か
い
を
伝
え
る
直
筆
資
料
を
、
こ
の
機
会
に
、

是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
の
む
ら
清
六
の
俳
句
雑
誌
「
雲
母
」
表
紙
原
画
や
、
や
ま
な
し
文
学

賞
小
説
部
門
受
賞
作
の
新
聞
掲
載
時
挿
絵
原
画
な
ど
絵
画
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

会

　
　
　期	

平
成
二
十
三
年
一
月
十
九
日
（
水
）
～
三
月
二
十
七
日
（
日
）

開

館

時

間	

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
（
入
室
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

休

館

日	
	

一
月
二
十
四
、三
十
一
日
、
二
月
七
、十
四
、二
十
一
、二
十
八
日
、

三
月
七
日
、
十
四
、二
十
二
日

観

覧

料	

無
料

収
蔵
品
展

　
中
里
介
山
・
斎
藤
茂
吉
・
飯
田
蛇
笏
・
太
宰
治
・
檀
一
雄
・
山
崎
方
代
ほ
か

― 

県
立
文
学
館 

―
中里介山「大菩薩峠　無明の巻」原稿

直
筆
の
魅
力



	　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目
指す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設を紹介します。

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―

当館では、中央道釈迦堂ＰＡ建設時に発掘調査した
釈迦堂遺跡の出土資料、迫力と美しさをあわせもつ縄
文土器やかわいらしい土偶を随時 200 点以上展示し
ています。縄文時代、二千五百年間も続いた釈迦堂の
大集落、土偶の出土数は日本随一。
重要文化財 5,599 点を所蔵し、春には眼下一面に桃
の花の絶景が楽しめます。
体験イベントも多数開催、太古への時間旅行をして
みませんか。

住 所	 山梨県笛吹市一宮町千米寺 764
電話番号	 ０５５３－４７－３３３３

休 館 日	 火曜日・祝日の翌日、年末年始
入 館 料	 	一般・大学生 200 円、
	 小中高生 100 円、団体割引あり
駐 車 場	 無料　（普通３０台）
Ｕ Ｒ Ｌ	 http://www.eps4.comlink.ne.jp/~shakado
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク ／釈迦堂遺跡博物館、善光寺宝物館 ●

 釈迦堂遺跡博物館 （笛吹市・甲州市）

当山は、開基武田信玄公が、川中島の合戦の折、信
濃善光寺の焼失を恐れ、御本尊善光寺如来をはじめ、
諸仏寺宝類を奉遷したことに始まります。武田信玄公
建立の七堂伽藍は、宝暦四年（1754）門前の失火に
より、灰燼に帰してしまいました。現在の金堂・山門
は寛政八年（1796）に再建された建物で、ともに国
の重要文化財に指定されています。

住 所：甲府市善光寺 3-36-1
電 話 番 号：055-233-7570
担 当 者：渡辺・志村
拝観受付時間：午前 9時から午後 4時 30 分
拝 観 料：大人…500 円、団体（30 名様以上）
	 二割引、小学生…250 円
駐 車 場：無料（普通 30台　バス 10 台）
U R L：	http://www.kai-zenkoji.or.jp
E - m a i l：staff@kai-zenkoji.or.jp

善光寺宝物館（甲府市）

大迫力の土器を間近で体感 かわいらしい土偶 水煙文土器

源頼朝 源実朝像

それぞれの日本最古の彫像として知られ、鎌倉期肖像彫刻の優作として文化財

に指定されています。



生涯学習推進センターとともに開催している「やまなし再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム」では、

これまで主に中世から近世・近代にかけての遺跡をテーマに、考古学と関連諸分野との連携により実施してお

ります。今年度は「遺跡から探る墓制の変遷」をテーマに、各時代の墓制の変遷から見た山梨の地域性・独自

性について明らかにしていくとともに、死をめぐる認識の変化、社会の変化について考えていきます。シンポ

ジウム開催前の４回のサテライト講座では、各担当者より発掘調査で得られた情報をもとに、墓から見たそれ

ぞれの時代の社会について取り上げ、そのまとめとして特別講演とシンポジウムを実施いたします。

〔問い合せ先〕

■生涯学習推進センター　TEL：055-223-1853	　HP：http://yamanashi-bunka.or.jp/manabiblog/

■埋蔵文化財センター　　TEL：055-266-3016　	HP：http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/　

◆サテライト講座　（毎週木曜日 14:00 ～ 16:00）

・１月 6日「縄文時代の墓制」佐野　隆（北杜市教育委員会）

・１月 13日「弥生・古墳時代の墓制」小林健二（埋蔵文化財センター）

・１月 20日「古代の墓制」山下孝司（韮崎市教育委員会）

・１月 27日「中・近世の墓制」畑　大介（帝京大学山梨文化財研究所）

○会場：山梨県生涯学習推進センター・セミナー室

サテライト会場（県内 4合同庁舎）

○定員：70名		○受講料：無料

◆特別講演＆シンポジウム

○日時：平成 23年 2月 6日（日）13:00 ～ 16:30

・特別講演「移り変わる墓と社会」土生田純之	先生（専修大学教授）

・シンポジウム「遺跡から探る墓制の変遷」

パネラー：土生田純之・佐野	隆・山下孝司・畑	大介・小林健二

コーディネーター：小野正文（埋蔵文化財センター所長）

○会場：県立男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）・大研修室

○定員：150 名		○受講料：無料

休みがとれて、いろんな調整がうまくついた時、天気

が良ければ小学生の子供と山や海へ行って遊び、あるい

はリュックサックにお弁当やおやつを詰め込んで自転車

で出かけ、雨で外出できない時には年長の子供達も加わ

って居間の小さなテレビを囲んで映画会をする。そして

お風呂に入って夕食を済ませた後、安酒をほどほどにい

ただく。時折訪れるそんな過ごし方に喜びを感じている

自分を、つくづく攻めの姿勢を欠いた中年親父だなあ、

と反省するこの頃です。

「子は宝」と言いますが、何の取り柄もない今の私にと

っては恥ずかしながらそのとおりですが、もしかしたら

国とか社会といった大局からみると、それ以上の宝なの

かとも思います。そんな宝を学校で預かる仕事をさせて

いただく中で、やはり喜びを感じる時がしばしばあるの

も事実です。学校と家庭は勿論大きく異なるものですが、

何か似通った関係というか、空気のようなものといった

らよいでしょうか、そんなものも学校にはあってもいい

のかな、と朧気ながら感じている今日この頃です。

（県立甲府東高等学校）

最近カメラを持ち歩くようになった。何でもカメラに

収めたがる娘の影響もあるが、ある講演がきっかけでも

ある。

その講師はちょっと気になることばや表示を見ると、

写真に撮り、教材としてためておくのだそうだ。＜定期

券は申し込みされた経由のとおりにご乗車下さい＞日本

語として何か違和感を持つ。主語と述語が合わない。＜「ど

うぞ」その一言が明るい社会を作ります＞明るい社会と

はどんな社会か、子ども達はどんな社会をイメージする

のか。常にそんな思いで、街にあふれていることばを見

ているそうだ。

私も早速カメラを鞄に入れて、気になることばや表示

を探してみた。駅の構内、ポスター、広告等。するとい

くつかのことばが目についた。「正しい」「正しくない」

というより、気になるのである。優先席の「おゆずりく

ださい」の表示は、ことばだけ見ると何を譲るのだろう

かと、ふと考えさせられる。今までは特に何とも思わな

かった表現も、「あれ？」と思ったり「なるほど」と思っ

たり、不思議なものだ。

学校における日々の生活や授業も、違った視点で考え

ると、今まで以上に面白い発見がありそうである。カメ

ラに数枚の写真がたまった。

（県立ろう学校）

らくがき

「心自閑」とはいきませんが、、、

岩井　慎太郎

「違った視点で」

若林　歩
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● らくがき・やまなし再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム ●

平成22年度山梨再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム
「遺跡から探る墓制の変遷」	 埋蔵文化財センター



テン　テン　テン
テレスク　テン　テン　テン
テンテリツ　テンテンリツ
どん　どん　テン　どんどん　
これは、毎年、学園祭や町の行事で披露する「鰍沢ばやし」
のリズムです。
本校は、甲府盆地の南端に位置しており、東にはかつて県
下の物流を一手に担った富士川が流れ、西には「さくら名所
百選の地」である「大法師公園」を配しており、とても風光
明媚な環境にあります。
富士川舟運の河岸として栄えたこの地で、幕末より始まっ

た祭りをとおして、この「鰍沢ばやし」は、唱
しょう が

歌という口伝

えで受け継がれてきました。
本校では、昭和 58 年から地域の伝統芸能の保存に関わっ

て、このお囃子の伝承を始めました。　本校の卒業生でもある、
地元の「鰍沢ばやし保存会」の方々に、講師として指導して
いただいています。
毎年、学園祭を始め、町の各種行事に際し、１年生を中心

に披露してきました。
今年、増穂町と合併し新たに「富士川町」となりましたが、

10月に行われた第１回の富士川町の体育祭にも参加しました。
地域の伝統を理解し、新しい町づくりに参画していく人材

を育成していくために、これからも活動を進めていきます。

◇校　是
本校には、次の３つの校是があります。	
『賛天地之化育（天地の化育をたすく）』
『苟日新　日日新　又日新（まことに日に新たに、日に日に
新たに、又日に新たなり）』
『Boys,	be	ambitious!（少年よ、大志を抱け）』
中でも、『Boys,	 be	 ambitious!』は、クラーク博士の言葉と
して有名であり、本校の教育の原点とも言えるものです。

◇Ｆ２１プロジェクト 
昨年度から、「Ｆ２１プロジェクト」を展開しています。
５５分授業・ユニット制の導入による文系科目の充実と理
系科目の強化、土曜・長期休業中の学力増進講座や宿泊・登
校学習会の実施、職員の県外高等学校訪問や指導技術講座へ

の参加など、学力向上に向けた様々な取り組みを行っていま
す。

◇創立１３０周年
本校は、今年１０月に創立１３０周年を迎えました。創立

以来、国内外の多方面で活躍する有為な人材を数多く輩出し
てきました。
また、今や地域の風物詩にもなっている強行遠足も、保護

者や同窓生の皆様の厚いご支援をいただき、１０月に８４回
目を無事実施することができました。
歴史と伝統を礎に、「文化の香りがする懐の深い進学校」を

合言葉に、学業に励み、文化・芸術・スポーツを愛し、人のため、
社会のために尽くす行動力のある生徒をこれからも育成して
いきます。
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● 学校紹介／富士川町立鰍沢中学校、甲府第一高等学校 ●

鰍沢ふるさとまつり

クラーク博士の訓辞〔石橋湛山　筆〕

第１回富士川町体育祭り

同窓生の話を聴く会

温　故　知　新	
	富士川町立鰍沢中学校

Boys,	be	ambitious!	～創立130周年を迎えた
「文化の香りがする懐の深い進学校」～　甲府第一高等学校
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● 教職員のニーズやライフステージに対応する質の高い研修を目指して ●

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
改
め
て
「
生
き

る
力
」
の
育
成
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
校
教
育
の
成
否
は
、
個
々
の
教
員
の
資
質
・

能
力
に
負
う
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
学
習
指
導
要

領
の
趣
旨
の
実
現
に
は
、
教
職
員
一
人
一
人
が
、
よ

り
高
い
人
格
と
見
識
、「
教
職
」
に
対
す
る
愛
着
や

誇
り
、
使
命
感
を
も
つ
と
と
も
に
、
人
間
の
成
長
・

発
達
に
関
す
る
深
い
理
解
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

教
育
的
愛
情
、
教
科
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
広

く
豊
か
な
教
養
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
た
実

践
的
指
導
力
等
を
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
初
任
者
研
修
か
ら

新
校
長
研
修
ま
で
、
教
職
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
研
修
を
「
必
修
研
修
」
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
科
等
研
修
、
教
育
課
題
研
修
、
教

育
相
談
、
特
別
支
援
教
育
及
び
情
報
教
育
関
係
研
修

な
ど
の
専
門
的
な
知
識
や
実
践
的
指
導
力
を
高
め
る

研
修
を
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
受
講
で
き
る
よ
う

「
希
望
研
修
」
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
季
研
修
終
了
後
、
来
年
度
の

研
修
の
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
受
講
者

の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
質
の
高

い
研
修
の
実
現
を
目
指
し
、
次
の
点
に
留
意
し
な
が

ら
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

① 

　研
修
会
の
ね
ら
い
、
対
象
者
が
明
確
で
、
受
講

者
の
願
い
が
十
分
反
映
さ
れ
た
研
修
会
と
す
る
。

② 

　主
事
研
究
や
一
般
留
学
生
の
研
究
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
研
修
会
と
す
る
。

③ 

　教
職
員
一
人
一
人
の
課
題
解
決
に
資
す
る
内
容

と
し
、
新
た
な
発
見
や
気
付
き
の
場
と
な
る
研
修

会
と
す
る
。

④ 

　授
業
力
、
専
門
性
の
向
上
な
ど
、
教
職
員
の
資

質
・
能
力
の
向
上
に
資
す
る
研
修
会
と
す
る
。

⑤ 

　受
講
者
の
満
足
感
や
有
用
感
を
高
め
る
研
修
会

と
す
る
。

⑥ 

　運
営
方
法
や
内
容
を
工
夫
し
、
受
講
者
が
主
体

的
に
参
加
で
き
、
学
ぶ
楽
し
さ
や
喜
び
を
得
ら
れ

る
研
修
会
と
す
る
。

今
年
度
開
講
し
た
一
七
○
研
修
会
に
は
、
八
月
末

ま
で
に
延
べ
一
二
、
○
○
○
人
に
も
上
る
受
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
た
研

修
会
の
内
、
実
技
、
実
習
、
体
験
等
を
伴
う
研
修
会

は
大
変
好
評
で
、
申
込
者
数
が
定
員
を
は
る
か
に

オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

◇
小
学
校
外
国
語
活
動
の
導
入
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
や
受
講

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
実
施
し
た
研
修
会
に
外

国
語
活
動
に
か
か
わ
る
研
修
会
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
児
童
が
、
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
態
度
を
身
に
付

け
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
外
国
語
の
音
声
や
基
本
的
な
表

現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
素
地
を
養
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
に
関
係
す
る
研
修
会
を
二
つ
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
、「
小
学
校
外
国
語
活
動
指
導
法
研
修

会
」
で
は
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
の
直
山
木
綿

子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
指
導
理
論
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
実
際
の
学
習
活
動
を
意
識
し
た
演
習
や

具
体
的
事
例
（
含
む
県
内
実
践
校
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
）
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

も
う
一
つ
の
「
小
学
校
教
員
の
た
め
の
使
え
る
英

語
を
身
に
付
け
よ
う
」
研
修
会
は
、
受
講
者
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
、
六
回
の
研
修
す
べ
て
を
課
業
日
の

午
後
に
設
定
し
、
受
講
者
各
自
が
都
合
の
よ
い
日
を

選
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
外
国
語
活
動
実
践
の
た
め
に
必
要
な

英
語
運
用
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

後
も
、
教
職
員
の
専

門
性
や
資
質
・
能
力

を
一
層
磨
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
り
質
の

高
い
研
修
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

     

教
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
質
の
高
い
研
修
を
目
指
し
て

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　教
育
指
導
部 

―
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● 新教育委員長、新教育委員が就任／県立図書館　「年中行事について調べる」 ●

新
委
員
長
に渡

邉

　努
氏
が
就
任

新
委
員
に

杉
原

　葊
氏
が
就
任

県
教
育
委
員
会
で
は
、
須
田
清
委
員
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
後
任
の
第
七
十
三
代
委
員
長
に
渡
邉
努
氏
を
選
任

し
ま
し
た
。
新
委
員
長
の
任
期
は
平
成
二
十
二
年
十
月

十
三
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

「
教
育
基
本
法
」
の
改
正
に
つ
づ
き
「
学
校
教
育
法
」

な
ど
の
教
育
関
連
三
法
も
改
正
さ
れ
し
ば
し
経
過
し
ま
し

た
が
、
教
育
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
国
際
化
、

情
報
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
直
面
し
て
そ
れ
ら
に

対
応
し
た
教
育
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
既
に
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
「
や

ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
や
「
県
立
高
等
学
校
整
備

基
本
構
想
」
に
基
づ
い
た
教
育
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
ら
の
施
策
の
基
本
理
念
と
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
を

愛
し
世
界
に
通
じ
る
人
づ
く
り
」
は
社
会
が
教
育
に
求
め

て
い
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

県
教
育
委
員
長
就
任
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
進
行
中
の
プ

ラ
ン
や
構
想
を
基
本
に
据
え
て
時
代
に
対
応
し
た
教
育
行

政
の
推
進
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境

の
整
備
に
よ
り
「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

山
梨
教
育
の
実
現
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
須
田
清
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
の
教
育
委
員
と
し
て
杉
原
葊
氏
が
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
平
成
二
十
二
年
十
月

十
三
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
月
十
二
日
ま
で
で
す
。

資
源
の
枯
渇
や
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、
情
報
化
・
国

際
化
等
が
急
速
に
進
む
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
生

き
抜
き
、
自
己
実
現
を
は
か
る
と
同
時
に
、
社
会
の
形
成

者
と
な
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
就

学
前
と
就
学
後
、
学
校
で
あ
る
い
は
社
会
で
ど
の
よ
う
な

教
育
を
進
め
、環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
、

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
明
る
く
活
気
あ
る
社
会
を
目
指
す
上
で
、
一
つ

は
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
・
発
展
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ハ
ー
ド
面
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
各
種
目
・
団

体
の
運
営
面
で
の
一
層
の
改
善
・
工
夫
と
、
競
技
力
の
向

上
を
図
る
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
文
化
の
向
上
・
発
展
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
人
生
を
豊
か
に
し
、
創
造
性
や
感
性
を
育
む
だ
け

で
な
く
、
社
会
全
体
の
活
力
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新委員長

渡邉　努

新委員

杉原　葊

＊＊＊レファレンスの道具箱　テーマ別調べ方案内＊＊＊

◇年中行事について調べる◇ 山梨県立図書館

☆世界の年中行事の概要を調べるには…
『世界大百科事典』第 22 巻（平凡社 2007 年）
日本、中国、朝鮮、インド、イスラム、ヨーロッパの年中行事の概要について説明しています。

☆日本の年中行事について調べるには…
『全国年中行事辞典』（三隅治雄編著　東京堂出版　2007）
公・武・民間すべての年中行事を総合通観する辞典です。

『平安時代儀式年中行事事典』（東京堂出版　2003）
平安時代の朝廷儀式及び年中行事を研究するための事典です。

『江戸の庶民生活・行事事典』（渡辺信一郎著　東京堂出版　2000）
資料や川柳により江戸の庶民生活の一年の流れを再現した事典です。

☆中国の年中行事について調べるには…
『中国の年中行事（平凡社選書）』正・続（中村 喬著　平凡社　1988）

中国の年中行事について、その起源と変遷を紹介しています。

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

顔
面
把
手
付
深
鉢
一
箇
（
北
杜
市
須
玉
町
）

　
　
　

 (

平
成
四
年
三
月
五
日
指
定)

顔
面
把
手
付
深
鉢
が
出
土
し
た
の
は
、
北
杜
市
須
玉
町
の
津
金
御
所
前
遺
跡
で

す
。
昭
和
五
十
六
（
１
９
８
１
）
年
に
旧
須
玉
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調

査
が
行
な
わ
れ
た
縄
文
時
代
中
期
初
頭
か
ら
後
葉
の
集
落
跡
で
す
。

こ
の
土
器
は
口
縁
部
の
顔
面
把
手
と
胴
部
の
前
後
に
顔
面
部
が
立
体
化
し
た
人

体
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
が
出
産
し
て
い
る
姿
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
、
出

産
土
器
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
の
精
神
文
化
を
端
的
に
示
す
も
の
と

し
て
全
国
的
に
著
名
で
す
。

昨
年
度
、
解
体
・
修
復
が
施
さ
れ
、
現
存
す
る
土
器
片
か
ら
本
来
は
や
や
丸
み

を
帯
び
た
器
形
に
な
る

こ
と
と
、
顔
面
把
手
の

左
横
に
突
起
が
付
く
こ

と
、
器
高
が
少
し
低
く

な
る
こ
と
な
ど
が
解
り

ま
し
た
。

こ
の
顔
面
把
手
付
深

鉢
は
、
通
常
北
杜
市
大

泉
町
の
谷
戸
城
ふ
る
さ

と
歴
史
館
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

教
育
や
ま
な
し
（
二
三
三
号
）
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日

　発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会

　編
集
／
教
育
庁
総
務
課

　〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四

　甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

　電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

作品タイトル

「ふみやくんとながれるぷうる
で手をつないだよ」

たいいくのじかんに１年生みんなでプー
ルに入りました。さいごに、ながれるプー
ルをしました。ぼくはふみやくんと手をつ
ないでおよぎました。いつもよりじょうず
におよげました。さかなになったみたいで
きもちよかったです。手や足をのばしたり
ちぢめたりしました。とてもきもちよかっ
たです。

指導者　丸茂ひろ美教諭

表紙を飾る

北
杜
市
立
明
野
小
学
校

　第
１
学
年

　
　
　手
塚

　駿

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
ひ
び
き
あ
う
作
品
た
ち

　所
蔵
作
品
特
集
展
」

１
／
15
〜
2
／
27

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展

「
甲
府
道
祖
神
祭
り
ー
江
戸
時
代
の
甲
府
城
下
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
」

12
／
15
〜
1
／
31

県
立
考
古
博
物
館

■
企
画
展

「
古
代
の
道
、
中
道
か
ら
の
眺
め
」12

／
11
〜
1
／
30

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
収
蔵
品
展
」

　1
／
19
〜
3
／
27

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に	E-mail	又は FAXして下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 － 223 － 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html




